
 

 

  

 

 

祝
辞
も
文
化
行
事
も
充
実 

５
月
８
日
大
阪
平
和
委
員
会
結
成

６０
周
年
記
念
式
典
が
天
王
寺
区
内
で

開
か
れ
ま
し
た
。 

小
林
徳
子
会
長
に
よ
る
主
催
者
挨

拶
の
後
文
化
行
事
。 

俳
優
座
の
有
馬
理
恵
さ
ん
に
よ
る

水
上
勉
原
作
「
釈
迦
内
柩
唄
」
と
石

川
逸
子
の
詩
「
砕
か
れ
た
花
た
ち
の

レ
ク
イ
エ
ム
」
の
一
人
芝
居
、
つ
い

で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ

オ
演
奏
が
行
わ
れ
、
１
２
６
人
の
出

席
者
は
拍
手
喝
采
を
送
り
ま
し
た
。 

次
い
で
交
歓
パ
ー
テ
ィ
。 

最
初
に
橋
本
敦
元
日
本
共
産
党
参

議
院
議
員
（
大
阪
平
和
委
名
誉
会
長
） 

の
音
頭
で
乾
杯
。
特
別
ゲ
ス
ト
の
畑 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

先
日
は
記
念
パ
ー
テ
ィ
に
ご
招
待

く
だ
さ
い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
貴
組

織
の
６０
周
年
を
祝
福
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

パ
ー
テ
ィ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
あ
ら
た
め
て
貴
組
織
の
輝
か

し
い
歴
史
の
営
み
と
輝
き
に
強
く
打

た
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
申
し
ま
す

と
、
他
の
都
道
府
県
の
そ
れ
に
は
み

ら
れ
な
い
若
者
や
女
性
を
ふ
く
む
層

の
厚
さ
と
、
友
誼
諸
団
体
と
の
協

力
・
連
携
関
係
の
良
好
ぶ
り
の
２
つ

で
す
。
こ
れ
は
、
全
国
の
組
織
が
学 

   

田
重
夫
日
本
平
和
委
代
表
理
事
は
、

大
阪
が
６
月
の
日
本
平
和
委
定
期
全

国
大
会
に
向
け
た
会
員
目
標
１
５
０

０
を
突
破
し
た
こ
と
を
報
ず
る
日
本

平
和
委
「
活
動
推
進
ニ
ュ
ー
ス
」
を

か
か
げ
な
が
ら
、
「
結
成
６０
年
の
大

阪
は
戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
立
ち
向

か
う
た
め
に
必
要
な
仲
間
づ
く
り
の

面
で
も
全
国
の
け
ん
引
役
と
な
っ
て

い
る
」
と
祝
意
を
表
明
。
次
に
千
坂

純
日
平
事
務
局
長
が
「
大
阪
は
仲
間

づ
く
り
だ
け
で
な
く
女
性
や
青
年
を

含
め
多
彩
で
魅
力
的
な
活
動
で
全
国

を
励
ま
し
て
い
る
」
と
祝
辞(

詳
細
は

２
面)
。
次
に
馮
帆
（
ヒ
ョ
ウ
ハ
ン
）

中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
副
領
事
が
日

中
友
好
を
深
め
よ
う
と
祝
辞
。
つ
い

で
宮
本
岳
志
日
本
共
産
党
参
議
院
議 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

ぶ
べ
き
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

個
人
的
な
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、

私
に
ま
で
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈
り
く

だ
さ
り
、
感
謝
・
感
激
で
し
た
。 

 

私
は
直
接
に
は
１
人
も
１
部
も
拡

大
し
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
間
接
的

に
い
さ
さ
か
の
お
手
伝
い
を
し
た
に

す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
こ
そ
、

上
記
の
友
誼
諸
団
体
と
の
関
係
が
上

手
く
い
っ
て
い
る
何
よ
り
の
証
拠
だ

と
信
じ
ま
す
。 

６
月
の
日
平
全
国
大
会
、
１１
月
の

日
本
平
和
大
会
へ
向
け
て
、
ぜ
ひ
全

国
の
組
織
を
け
ん
引
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

畑
田
重
夫 

  
 

           

員
、
菅
義
人
大
阪
労
連
事
務
局
長
、

宮
本
英
子
国
際
婦
人
年
大
阪
の
会
代

表
、
穐
久
英
明
西
淀
病
院
内
科
医
、

岩
田
幸
雄
大
阪
原
水
協
理
事
長
か
ら

祝
い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
北
野
雅
博
常
任
理
事
が

新
刊
パ
ン
フ
「
結
成
６０
年
平
和
へ
の

あ
ゆ
み
」
に
基
づ
い
て
大
阪
平
和
委

の
歴
史
、
岩
本
悟
青
年
協
議
会
議
長

が
青
年
沖
縄
ツ
ア
ー
な
ど
１
年
間
の

活
動
に
つ
い
て
写
真
を
使
っ
て
振
り

返
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
近
藤
正
理
事
長
の
挨
拶
で

６０
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
幕
が

お
ろ
さ
れ
ま
し
た
。 

司
会
は
片
方
真
佐
子
副
会
長
が
務

め
ま
し
た
。
式
典
中
に
会
員
５
人
と

新
聞
読
者
２
人
が
増
え
、
結
成
６０
周

年
に
花
が
添
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
第
６０
回
総
会
が

６０
周
年
行
事
に
先
立
つ
午
前
６７
人

の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
小
林
徳
子
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
多
忙
な
中
か
け
つ
け
て
く

れ
た
清
水
忠
史
日
本
共
産
党
衆
議
院

議
員
の
連
帯
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
事
務
局
か
ら
２
０
１
５
年
度

活
動
総
括
と
２
０
１
６
年
度
活
動
方

針
、
１
５
年
度
収
支
報
告
と
１
６
年

度
予
算
、
１
６
年
度
役
員
が
提
案
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
に
は
西

晃
弁
護
士
、
寺
戸
大
阪
市
議
、
神
野

東
大
阪
市
議
を
は
じ
め
１３
人
が
参
加
。

最
後
に
仲
間
づ
く
り
顕
彰
で
、
会
員

３
人
以
上
拡
大
し
た
１９
人
と
平
和
新

聞
・
平
和
運
動
３
部
以
上
拡
大
し
た

１９
人
、
会
員
１
人
ま
た
は
新
聞
１
部

以
上
拡
大
し
た
青
年
会
員
６
人
に
図

書
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

５０
年
会
員
４
人
（
大
澤
満
男
、
田
村

茂
美
、
中
島
一
郎
、
東
田
協
直
各
氏
）

に
図
書
カ
ー
ド
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
９
条
の
あ
る
社
会
を
次
世
代

に
手
渡
す
た
め
の
拠
点
と
し
て
２
０

２
０
年
ま
で
に
１
８
０
０
人
の
府
組

織
を
築
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

              

 

 

憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
「
憲
法

壊
す
な
！
戦
争
法
廃
止
へ
！
お
お
さ

か
総
が
か
り
集
会
」
が
扇
町
公
園
で

開
か
れ
、
２
万
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

野
党
４
党
の
代
表
挨
拶
の
後
の
市
民

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
会
員
の
高
校
１

年
生
が
「
問
題
が
起
き
て
も
武
力
で

な
く
話
し
合
い
で
解
決
す
べ
き
」
と

訴
え
る
と
大
き
な
反
響
・
拍
手
。
集

会
後
、
大
阪
平
和
委
の
隊
列
は
、
東

大
阪
、
西
淀
川
、
旭
区
、
北
区
な
ど

た
く
さ
ん
の
幟
を
立
て
て
南
天
満
コ

ー
ス
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。 
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 2016 年５月 25 日（水曜日） 

今月の言葉「『資源』として『消費』」 

国家が国民を「資源」として「消費」する、

その最たるものが戦争だ。そして国家対国

家の総力戦ではなく、ゲリラなどを相手に

する非対象戦争が主となった「現代の戦

争」では、アメリカがそうであるように、

戦地で犠牲となるのは「一部の〈貧困な〉

国民」なのである。 

【『経済的徴兵制』布施裕仁(「平和新聞」

編集長)著、集英社新書】 



 

 

 

 
 
 

 
 

青
年
学
生
部
学
生
協
が
民
青
と
合

同
で
５
月
３
日
午
前
天
王
寺
公
園
入

口
で
「
若
者
１
０
０
人
に
聞
く
憲
法

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
１５
人
の
青

年
た
ち
は
１
０
２
人
（
１０
歳
～
４０

歳
）
の
若
者
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
は
詳
し
い
結
果
は
省
略
。

以
下
に[

考
察]

の
み
掲
載
し
ま
す
。 

 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
憲
法
は
変

え
な
く
て
よ
い
」
「
９
条
に
つ
い
て

変
え
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
意

見
が
半
数
近
く
を
占
め
、
「
戦
争
し

た
く
な
い
」
「
平
和
が
い
い
」
と
い

う
思
い
の
若
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
さ
ら
に
、
９７
％
が
「
平
和
の

た
め
に
何
か
や
り
た
い
」
と
回
答
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
思
い
を
行

動
に
移
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。 

し
か
し
、
社
会
の
動
き
や
憲
法
の

内
容
を
よ
く
知
ら
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
安
全
保
障
関
連
法
の
成
立
に

よ
っ
て
戦
争
す
る
国
へ
と
向
か
っ
て

い
る
今
、
若
者
の
希
望
で
あ
る
「
平

和
」
は
崩
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

私
た
ち
は
「
平
和
」
を
願
う
も
の

と
し
て
、
憲
法
が
、
国
家
権
力
か
ら

国
民
を
守
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

知
ら
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
憲
法

記
念
日
の
今
日
、
若
者
に
と
っ
て
少

な
か
ら
ず
憲
法
に
つ
い
て
知
り
、
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
の
取
り
組
み
は
重
要
だ
。
引
き
続

き
、
憲
法
を
活
か
す
取
り
組
み
を
広

げ
て
い
き
た
い
。 

 

 

        

 

◇
大
阪
平
和
委
員
会
の
仲
間
の
皆
さ

ん
、
創
立
６０
周
年
、
１
５
０
０
人
を

超
す
会
員
の
実
現
、
平
和
新
聞
・
平

和
運
動
誌
読
者
の
３
部
門
で
史
上
最

高
の
峰
を
つ
く
っ
て
記
念
式
典
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
お
祝
い
を 

申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
大
阪
の
大
奮
闘
に
励
ま
さ
れ
て
、

全
国
大
会
開
催
地
の
神
奈
川
、
運
動

と
組
織
で
日
々
前
進
す
る
埼
玉
、
そ

し
て
昨
年
の
全
国
大
会
開
催
地
・
奈

良
の
仲
間
な
ど
が
、
６
月
１１
日
日
本 

平
和
委
員
会
全
国
大
会
に
向
け
た
仲

間
づ
く
り
運
動
で
前
進
を
つ
く
り
だ

し
て
い
ま
す
。 

◇
次
は
日
本
平
和
委
員
会
、
全
国
の 

奮
闘
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
大

会
ま
で
に
１
０
０
０
人
規
模
の
会

員
・
読
者
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、

私
自
身
も
奮
闘
す
る
決
意
を
こ
こ
に

表
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◇
大
阪
の
こ
の
前
進
は
、
実
に
立
体

的
な
切
れ
目
な
い
多
彩
な
活
動
と
、

会
員
の
要
求
に
こ
た
え
た
地
域
・
職 

場
・
そ
し
て
青
年
の
元
気
な
活
動
が 

結
合
し
て
進
ん
で
い
る
こ
と
が
、
な 

 

４
月
２４
日
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐

屯
地
で
創
立
５９
周
年
記
念
行
事
が
開

催
さ
れ
、
大
阪
平
和
委
か
ら
３
人
が 

監
視
行
動
に
行
き
ま
し
た
。 

観
閲
式
で
は
観
閲
官
が
「
今
、
２

０
０
０
人
の
隊
員
が
熊
本
の
震
災
の

救
援
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ

た
上
で
、
安
全
保
障
法
制(

戦
争
法)

に
は
直
接
触
れ
ず
に
、
「
中
国
、
北

朝
鮮
の
脅
威
論
」
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ん
と
い
っ
て
も
教
訓
的
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

 

戦
跡
ツ
ア
ー
、
日
本
軍
「
慰
安
婦
」

と
の
交
流
会
、
映
画
「
ザ
・
思
い
や

り
」
上
映
会
、
青
年
沖
縄
ツ
ア
ー
、

若
者
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
、
戦
争
法
廃

止
の
署
名
や
沖
縄
連
帯
行
動
な
ど
な

ど
…
平
和
の
関
心
に
こ
た
え
た
幅
広

い
活
動
を
切
れ
目
な
く
行
っ
て
い
る
。 

 

西
淀
川
や
旭
区
な
ど
地
域
で
も
多

彩
な
テ
ー
マ
の
学
習
会
や
映
画
上
映

会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
、
青
年
や
女
性
を
事
務
局

や
役
員
に
加
え
、
会
議
を
年
齢
・
性

別
・
地
域
の
枠
を
超
え
て
活
発
に
議

論
す
る
場
に
し
て
い
る
。 

 
そ
の
活
動
を
Ｈ
Ｐ
や
ニ
ュ
ー
ス
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
広
く
発
信
す
る
。 

 

さ
ら
に
、
組
織
委
員
会
を
独
自
に

つ
く
り
、
仲
間
や
組
織
を
ど
う
広
げ

る
か
を
真
剣
に
議
論
し
、
意
識
的
に

仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

本
当
に
全
国
的
教
訓
に
満
ち
溢
れ 

て
い
る
の
が
大
阪
の
活
動
で
す
。
ま

さ
に
、
一
人
一
人
の
会
員
の
要
求
に 

こ
た
え
た
活
動
、
平
和
の
た
め
に
何 

か
し
た
い
、
学
び
た
い
と
い
う
要
求 

           
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

に
こ
た
え
た
活
動
が
こ
こ
に
あ
る
。 

◇
お
お
さ
か
維
新
の
会
は
大
嫌
い
で

す
が
、
大
阪
平
和
委
は
本
当
に
全
国

的
に
輝
い
て
い
る
。
こ
れ
に
学
ん
で
、

こ
う
し
た
組
織
が
全
国
に
広
が
る
よ

う
、
私
た
ち
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 

 

大
阪
平
和
委
は
４
月
９
、
１０
日
奈

良
で
初
の
一
泊
学
習
交
流
会
を
も
ち

「
総
会
ま
で
に
会
員
を
１
５
０
０
に

し
よ
う
」
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。 

９
日
―
最
初
に
小
林
徳
子
会
長
が

「
憲
法
９
条
を
瞳
の
ご
と
く
愛
し

て
」
と
題
し
て
中
国
大
陸
で
の
戦
争

体
験
に
つ
い
て
講
演
。
次
に
千
坂
純

事
務
局
長
が
「
『
戦
争
の
で
き
る
国
』

に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
る
中
、

こ
う
し
た
国
づ
く
り
を
打
ち
破
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
も
生
ま
れ
て
い
る
。

『
戦
争
法
廃
止
２
０
０
０
万
署
名
』

の
成
功
と
参
院
選
で
の
安
倍
政
権
へ

の
審
判
が
そ
の
決
定
的
カ
ギ
だ
」
と

講
演
。
続
い
て
基
礎
組
織
の
活
動
交

流
―
最
初
に
中
村
西
淀
川
事
務
局
長

が
結
成
２
年
３
カ
月
で
会
員
３
桁
の

基
礎
組
織
を
築
い
た
秘
訣
を
伝
授
。

次
い
で
霜
鳥
天
理
市
平
和
委
事
務
局

長
が
「
柳
本
飛
行
場
説
明
板
撤
去
問

題
が
大
き
な
怒
り
と
な
り
平
和
委
員

会
の
結
成
に
い
た
っ
た
」
と
特
別
報

告
。
次
に
吉
田
天
王
寺
事
務
局
長
が

結
成
後
５
年
間
の
活
動
報
告
。 

そ
の
後
夕
食
・
宿
泊
を
挟
ん
で
１０

日
昼
ま
で
仲
間
づ
く
り
に
つ
い
て
全

員
発
言
で
し
っ
か
り
意
思
統
一
。 

な
お
、
司
会
は
青
年
た
ち
が
担
当
。

奈
良
４
人
を
含
め
２６
人
が
参
加
。
こ

の
行
事
が
縁
で
中
村
西
淀
川
事
務
局

長
は
５
月
下
旬
奈
良
県
平
和
委
員
会

で
仲
間
づ
く
り
の
経
験
を
報
告
予
定
。 
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       《６月の行事予定》 

１(水）通常国会閉会日 
５(日）おおさか総がかり宣伝行動 
     15:30 ヨドバシカメラ前集合 
     16:00 一斉スタンディング 
    大阪母親大会  
     10:00 エルおおさか 
    沖縄県議選投票日 
11(土) 日本平和委定期全国大会・神奈川

（～12 日） 
18(土) 高江座り込み 9 周年行動  

              

            

大阪など全国８カ所で実施 


